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施
設
づ
く
り
の
前
提
条
件

石井建築事務所社長　池田　千博
全国企業の
景 気 Ｄ Ｉ「
こ
う
着
状
態
」に

帝
国
デ
ー
タ
調
査



月

分
　

旅
館
・
ホ
テ
ル
は
低
下

月の家計消費状況調査

宿泊料は．％減少速
　
報

ホ
テ
ル
経
営「
エ
ス
」

特
別
清
算
を
開
始帝

国
デ
ー
タ

私
ど
も
の
目
指
す
使
命

シニアマイスター経営の 知　恵　◀６▶

＜

＞


年
は
面
白
く
な
り
そ
う

ネ
ッ
ト
で
の
支
出
額

旅
行
関
係
が
ト
ッ
プ

若
狭
観
光
開
発
が
　

民
事
再
生
法
申
請
　

Ｃ
Ｉ
が
２
カ
月
連
続
増

基
調
判
断
は
据
え
置
き

内
閣
府
調
査
、
月
速
報

　
日
本
全
国
に
は
実
に
さ
ま
ざ

ま
な
温
泉
が
分
布
す
る
。
し
か

も
地
域
に
よ
っ
て
温
泉
の
種
類

や
効
能
、風
情
が
異
な
る
た
め
、

お
客
さ
ま
に
と
っ
て
選
択
肢
が

多
く
、
旅
の
楽
し
み
が
増
す
。

源
泉
掛
け
流
し
が
人
気
を
呼
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、

温
泉
は
日
本
の
旅
文
化
そ
の
も

の
だ
と
改
め
て
思
う
。

　
温
泉
の
泉
質
が
良
く
、
施
設

が
魅
力
的
で
あ
れ
ば
経
営
的
に

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

勝
負
が
で
き
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

お
客
さ
ま
が
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
る
大
浴
場
な
ど
、
温
泉
の

良
さ
を
引
き
出
し
た
施
設
づ
く

り
に
は
丁
寧
な
対
策
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

　
日
本
の
お
客
さ
ま
は
柔
ら
か

い
泉
質
の
温
泉
を
好
む
傾
向
が

あ
る
が
、
一
方
で
は
鉄
分
の
多

い
温
泉
や
硫
黄
泉
、
植
物
モ
ー

ル
温
泉
な
ど
個
性
が
強
い
温
泉

を
好
む
人
も
多
い
。

　
だ
か
ら
建
築
面
で
の
対
策
と

し
て
は
、
ま
ず
最
初
に
温
泉
成

分
か
ら
発
想
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
。
湯
の
花
な
ど
、
温
泉

成
分
の
影
響
で
配
管
が
詰
ま
っ

て
し
ま
っ
た
ら
営
業
的
に
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
し
、
衛
生

管
理
面
で
は
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
対

策
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
蛇
足
だ
が
、
硫
黄
分

の
強
い
温
泉
地
で
は
、
硫
黄
成

分
が
電
子
製
品
の
基
盤
な
ど
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
に
、
温

泉
大
浴
場
以
外
に
も
事
前
の
細

や
か
な
対
策
が
必
要
に
な
る
。

　
加
え
て
、
温
泉
の
温
度
を
加

温
す
る
か
下
げ
る
か
、
掛
け
流

し
に
す
る
か
濾
過
式
に
す
る
か

と
い
っ
た
こ
と
や
、
床
の
滑
り

防
止
の
た
め
の
建
材
の
検
証
な

ど
に
も
細
や
か
に
目
を
配
り
た

い
。

　
次
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
日
々
の
清

掃
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
。

先
述
し
た
通
り
、
配
管
の
詰
ま

り
対
策
は
必
須
事
項
で
あ
り
、

配
管
の
取
り
替
え
と
い
う
事
態

だ
け
は
何
と
か
避
け
た
い
か
ら

だ
。大
浴
場
が
複
数
あ
る
な
ら
、

ひ
と
つ
を
閉
じ
て
工
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
多
く
の
宿
で

は
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
と
思

う
。

　
３
番
目
に
大
切
な
こ
と
は
、

日
々
の
掃
除
に
際
し
て
、
排
水

と
湯
張
り
に
要
す
る
時
間
が
ど

れ
く
ら
い
か
か
る
の
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
大
浴
場
や
露
天

風
呂
は
広
さ
や
大
き
さ
を
伴
う

だ
け
に
、
宿
側
で
は
し
っ
か
り

と
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
の
わ
ず
か

な
時
間
で
ク
リ
ア
で
き
る
か
ど

う
か
。
そ
の
問
題
を
建
築
面
か

ら
捉
え
る
と
、
配
管
の
太
さ
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な
ど
も
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

　
４
番
目
は
温
泉
の
演
出
、
ム

ー
ド
づ
く
り
。
天
井
か
ら
湯
気

が
ポ
ト
リ
…
、
も
風
情
が
あ
る

が
、
建
物
の
寿
命
を
考
え
て
、

天
井
や

壁
の
湿
気
を
遮
る
こ

と
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
設
計
面
で
は
、
そ
の
地
の

雰
囲
気
を
大
切
に
し
た
空
間
づ

く
り
を
考
え
る
と
同
時
に
、
建

材
が
生
き
延
び
る
こ
と
も
考
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
温
泉
は
大
切
な
商
品
だ
け

に
、
設
計
面
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。（
談
）

　

世
紀
は
「
心
の
時
代
」
と
い
わ

れ
て
、
今
日
ま
す
ま
す
広
い
分
野
で

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
る
日
々
で
あ
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
の
拡
大
、
外
客
来
訪
者
の
急
速
な

増
加
で
、
国
際
・
文
化
・
情
報
性
に

富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
が
、
都
心
、
地

方
に
区
別
な
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
そ
れ

ら
を
担
う
各
専
門
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
養
成
、
特
に
経
験
豊

か
な
技
術
と
接
客
技
術
実
績
を
持

つ
、
シ
ニ
ア
の
活
用
、
や
り
が
い
を

さ
ら
に
醸
成
す
る
組
織
・
環
境
づ
く

り
。
こ
れ
ら
一
人
一
人
の
可
能
性
を

引
き
出
し
、
仕
事
に
対
す
る
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
体
得
し
た
知
識
・
技
能

を
よ
り
磨
き
上
げ
、
若
手
と
の
共
通

価
値
創
造
な
ど
、
次
の
時
代
へ
の
伝

承
に
支
援
を
す
る
こ
と
を
、
私
ど
も

は
目
指
し
て
い
る
。

　
特
に
、
ホ
テ
ル
を
中
心
に
「
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
産
業
」
を
支
え
る
人

材
、
心
の
こ
も
っ
た
対
応
、
そ
れ
に

共
感
、
感
動
を
覚
え
、
互
い
に
活
力

を
得
な
が
ら
、
心
に
響
く
笑
顔
の
瞬

間
を
通
し
て
、
喜
び
を
個
人
の
生
活

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
近
年
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育
て

る
こ
と
が
大
切
な
役
割
と
し
て
使

命
、
生
き
が
い
が
考
え
ら
れ
て
き
て

い
る
。
生
産
現
場
で
は
「
次
工
程
は

お
客
さ
ま
」
と
の
言
葉
が
古
く
か
ら

あ
り
、
次
工
程
の
サ
ー
ビ
ス
担
当
者

に
対
す
る
心
遣
い
が
い
わ
れ
て
き
た

が
、接
遇
面
で
も「
サ
ー
ビ
ス
の
鎖
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
一
人

一
人
の
能
力
の
向
上
で
、
強
い
鎖
を

作
り
上
げ
る
必
要
が
叫
ば
れ
て
い

る
。

　
し
か
も
担
当
部
内
を
越
え
、
他
部

門
も
巻
き
込
み
、
全
部
門
、
そ
し
て

協
力
先
企
業
と
の
関
係
も
含
め
同
じ

よ
う
に
共
通
の
価
値
を
共
有
す
る
理

念
、
そ
の
環
境
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
　
株
式
会
社
阪
神
ホ
テ
ル
シ

ス
テ
ム
ズ
＜
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル

ト
ン
大
阪
＞
前
代
表
取
締
役
社
長
　

飯
塚
義
昭
）
＝
隔
週
掲
載
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２
０
１
６
年
が
明
け
る
。

い
っ
た
い
ど
ん
な
１
年
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
１
５
０
年
前
、
薩
長
連
合

の
盟
約
が
成
立
。
寺
田
屋
騒

動
な
ど
世
の
中
は
騒
然
と
し

て
い
た
。
幕
府
は

代
将
軍

に
徳
川
慶
喜
就
任
、
年
の
お

わ
り
に
は
孝
明
帝
が
崩
御
。

激
動
の
時
代
が
幕
を
開
け

た
。

　
１
０
０
年
前
、
日
清
・
日

露
の
乾
坤
一
擲
の
サ
バ
イ
バ

ル
戦
を
潜
り
抜
け
た
後
、
第

１
次
世
界
大
戦
の
た
だ
中
に

い
た
。
戦
争
景
気
に
よ
る
大

正
バ
ブ
ル
も
あ
り
、
重
化
学

工
業
や
貿
易
も
活
発
化
、
債

務
国
か
ら
債
権
国
へ
と
変
貌

し
た
。

　

年
前
、
日
本
の
人
口
は

１
億
人
を
突
破
。
ビ
ー
ト
ル

ズ
来
日
。
前
年
か
ら
の
「
い

ざ
な
ぎ
景
気
」
に
よ
る
高
度

経
済
成
長
期
へ
突
入
す
る
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
泥
沼
化

し
、
敬
愛
す
る
開
高
健
は
ベ

ト
ナ
ム
従
軍
体
験
を
基
に
し

た
「
輝
け
る
闇
」
を
執
筆
し

て
い
た
と
想
像
す
る
。
私
は

１
日

円
の
小
遣
い
を
握
り

し
め
学
校
に
行
く
の
が
楽
し

く
て
仕
方
な
い「
は
な
た
れ
」

だ
っ
た
。

　
２
０
１
６
年
。
遠
い
世
界

を
見
る
と
か
つ
て
火
薬
庫
と

呼
ば
れ
た
地
域
を
中
心
に
混

沌
の
度
合
い
が
増
し
て
い

る
。
貧
困
（
お
金
の
問
題
）

を
孕
む
民
族
・
宗
教
の
対
立
。

オ
ス
マ
ン
・
ペ
ル
シ
ャ
・
ロ

シ
ア
な
ど
の
帝
国
主
義
を
標

榜
す
る
対
立
。
ア
ジ
ア
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
も
征
し
よ
う
と

企
図
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
。
宗
派

対
立
が
激
し
い
ア
ラ
ブ
諸
国

の
い
く
つ
か
は
核
武
装
の
可

能
性
す
ら
あ
り
得
る
。
同
盟

国
ア
メ
リ
カ
は
大
統
領
選
挙

を
控
え
て
お
り
、
内
向
き
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
近
い
世
界
。
日
本
を
敵
国

と
す
る
数
カ
国
の
状
況
は
、

政
治
・
経
済
と
も
に
多
く
の

波
乱
要
因
を
含
ん
で
お
り
、

良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
日

本
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
そ

れ
ら
の
国
の
周
辺
を
固
め
る

外
交
力
に
期
待
感
が
あ
る
の

は
救
い
だ
。

　
国
内
の
政
治
は
昨
年
末
か

ら
の
軽
減
税
率
の
問
題
や
大

阪
ダ
ブ
ル
選
挙
の
自
共
協
力

の
問
題
な
ど
波
乱
含
み
だ
。

衆
参
同
日
選
挙
と
い
う
暑
い

夏
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

外
国
の
情
勢
や
政
治
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
経
済
は
安
定

す
る
こ
と
は
望
め
な
い
。
経

済
の
基
盤
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
さ
え
解
決
に
は
ほ
ど

遠
い
。

　
観
光
業
界
は
ど
う
だ
ろ

う
。
民
泊
の
問
題
は
合
法
・

非
合
法
を
区
別
し
、
奨
励
と

規
制
を
明
確
に
す
る
べ
き
な

の
に
ズ
ル
ズ
ル
と
な
し
崩
し

に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
耐
震
改
修
に
つ

い
て
は
い
よ
い
よ
補
助
金
を

使
っ
た
改
修
工
事
の
実
施
が

現
実
の
も
の
と
な
る
。

　
し
か
し
、
補
助
に
関
す
る

足
並
み
は
そ
ろ
っ
て
い
な

い
。
事
業
者
側
の
資
金
調
達

に
つ
い
て
は
困
難
を
極
め
る

状
況
は
続
く
。

　
間
違
い
な
く
言
え
る
の

は
、
世
界
中
で
虎
視
眈
々
と

勝
機
を
狙
う
国
・
民
族
・
会

社
・
集
団
・
個
人
が
限
り
な

く
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
一
見
、
平
和
で
安
全
に

見
え
る
日
本
で
も
、
虎
視
眈

々
の
状
況
に
変
わ
り
は
な

い
。

　
政
治
も
経
済
も
お
天
気
も

混
沌
の
度
を
増
し
予
想
困
難

だ
。
し
か
し
、
ず
っ
と
前
か

ら
人
間
は
不
安
だ
ら
け
な
毎

日
を
勇
気
を
も
っ
て
乗
り
越

え
て
き
た
。
心
配
の
な
い
世

界
が
将
来
に
広
が
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
一
度
も
な
い
。

　
面
白
く
な
り
そ
う
な
予
感

満
載
の
今
年
。
ピ
ン
チ
も
多

い
が
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
。
好

機
到
来
。

　
（
慶
応
大
卒
後
三
菱
銀
行

＜
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
＞
入
行
。
１
９
９
０
年
杉

乃
井
ホ
テ
ル
入
社
、
２
０
０

０
年
退
社
。
Ｅ
Ｈ
Ｓ
研
究
所

代
表
。
企
業
再
生
、
経
営
改

善
の
専
門
家
。sero-1117@gi

ga.ocn.ne.jp

）
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総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
家

計
消
費
状
況
調
査
（
支
出
関

連
項
目
、２
人
以
上
の
世
帯
）

の

月
分
速
報
を
公
表
し

た
。
同
月
の
宿
泊
料
へ
の
支

出
は
１
世
帯
当
た
り
２
２
６

０
円
で
、
前
年
同
月
比
で
実

質

・
６
％
減
少
し
た
。

　
調
査
は
購
入
頻
度
が
少
な

い
高
額
な
財
（
商
品
）
、
サ

ー
ビ
ス
へ
の
支
出
を
調
べ
た

も
の
。

　
観
光
関
係
で
は
こ
の
ほ

か
、パ
ッ
ク
旅
行
費（
国
内
）

が
３
４
２
２
円
で
、
同

・

９
％
減
。
パ
ッ
ク
旅
行
費

（
外
国
）が
１
６
０
２
円
で
、

同

・
５
％
減
。
航
空
運
賃

が
８
６
２
円
で
、
同
４
・
５

％
増
。

　

の
支
出
項
目
別
で
増
加

率
が
高
か
っ
た
の
は
、

・

６
％
増
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
本

体
価
格
、

・
５
％
増
の
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
、

・
２
％
増

の
ベ
ッ
ド
な
ど
。

　
減
少
率
が
高
か
っ
た
の

は
、

・
３
％
減
の
食
器
戸

棚
、

・
４
％
減
の
楽
器

（
部
品
を
含
む
）
、

・
５

％
減
の
パ
ッ
ク
旅
行
費
（
外

国
）
な
ど
。

　

月
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
支
出
額（
速
報
）

は
１
世
帯
当
た
り
７
２
２
３

円
で
、
支
出
総
額
に
占
め
る

割
合
は
２
・
３
％
。
支
出
項

目
別
で
は
、
旅
行
関
係
費

（
宿
泊
料
、
運
賃
、
パ
ッ
ク

旅
行
費
）
が
１
５
３
６
円
、

ネ
ッ
ト
で
の
支
出
額
に
占
め

る
割
合
が

・
３
％
と
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
下
は
、
食
料
の
１
０
３

０
円
、

・
３
％
、
衣
類
・

履
物
の
８
５
０
円
、

・
８

％
な
ど
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は


月

日
、
飲
食
店
、
ホ
テ
ル

経
営
の
エ
ス
（
宮
崎
市
、
資

本
金
２
千
万
円
）
が

月
１

日
に
宮
崎
地
裁
よ
り
特
別
清

算
開
始
決
定
を
受
け
た
と
発

表
し
た
。

　
同
社
は
１
９
７
１
年
６
月

に
焼
き
鳥
店
と
し
て
創
業
、


年

月
に
法
人
改
組
。
そ

の
後
は
宮
崎
市
内
に
飲
食
店

を
２
店
舗
開
始
し
、
営
業
基

盤
を
確
立
し
て
い
た
。

年

に
は
飲
食
店
向
け
の
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
を
新
築
し
て
不
動
産

賃
貸
業
に
参
入
し
、

年
に

は
客
室
約
１
０
０
室
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
「
ホ
テ
ル
サ
ン

ラ
イ
ト
宮
崎
」
を
買
収
し
て

ホ
テ
ル
業
に
も
取
り
組
む
な

ど
、
積
極
的
な
多
角
化
経
営

で
事
業
規
模
を
拡
大
。
２
０

０
０
年
に
は
福
岡
市
に
も
飲

食
店
を
開
店
し
、
２
０
０
２

年
３
月
期
に
は
売
上
高
約
６

億
４
３
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
た
。

　
し
か
し
、
経
営
多
角
化
に

伴
い
借
入
金
が
膨
ら
み
支
払

い
利
息
が
重
荷
と
な
っ
て
い

た
う
え
、
２
０
０
６
年
年
ご

ろ
か
ら
市
内
に
複
数
の
大
手

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
進
出

し
、競
争
が
激
化
。こ
の
間
、

関
係
会
社
の
事
業
を
引
き
継

ぐ
ほ
か
、
所
有
ビ
ル
を
売
却

し
た
も
の
の
、
業
況
改
善
の

見
通
し
が
立
た
ず
、
２
０
１

３
年
２
月
ま
で
に
ホ
テ
ル
の

営
業
を
停
止
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
現
商
号
に
変
更
し
た

う
え
で
新
会
社
に
飲
食
、
不

動
産
賃
貸
業
を
継
承
し
、
今

年
９
月

日
の
株
主
総
会
で

解
散
を
決
議
し
て
い
た
。

　
負
債
は
債
権
者
約
２
人
に

対
し
、
金
融
債
務
の
み
で
約

６
億
３
９
０
０
万
円
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は


月

日
、
ゴ
ル
フ
場
経
営
の

若
狭
観
光
開
発
（
福
井
県
敦

賀
市
、
資
本
金
２
億
７
５
０

０
万
円
）
が

月

日
大
阪

地
裁
へ
民
事
再
生
法
の
適
用

を
申
請
し
鑑
査
命
令
を
受
け

た
と
発
表
し
た
。

　
１
９
６
１
年
１
月
に
「
敦

賀
国
際
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
を

設
立
。
３
コ
ー
ス

ホ
ー
ル

を
有
し
、
北
陸
地
方
で
は
名

門
コ
ー
ス
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
た
。
交
通
の
便
に
恵

ま
れ
、
京
阪
神
、
滋
賀
県
か

ら
約

％
の
プ
レ
ー
客
を
確

保
す
る
な
ど
広
範
な
営
業
基

盤
を
有
し
、

年
５
月
期
に

は
年
収
入
高
約
９
億
５
４
０

０
万
円
を
計
上
し
た
。

　
そ
の
後
は
景
気
低
迷
に
伴

い
プ
レ
ー
客
数
は
減
少
傾
向

と
な
り

年
５
月
期
の
年
収

入
高
は
約
２
億
３
千
万
円
に

ダ
ウ
ン
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建

設
へ
の
投
資
に
伴
う
預
託
金

や
借
入
金
が
重
荷
と
な
り
、

近
時
は
欠
損
計
上
が
状
態
化

す
る
な
ど
厳
し
い
資
金
繰
り

を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
遊
休

資
産
売
却
の
検
討
や
、
経
費

削
減
に
取
り
組
む
一
方
、
金

融
機
関
か
ら
支
援
を
受
け
て

し
の
い
だ
が
、
こ
こ
に
来
て

資
金
繰
り
が
限
界
に
達
し
、

自
力
で
の
再
建
を
断
念
し

た
。
負
債
額
は
約

億
円
。

　
内
閣
府
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た

月
の
景
気
動
向
指
数

の
速
報
値
は
、
景
気
の
現
状

を
示
す
一
致
指
数
（
Ｃ
Ｉ
、

２
０
１
０
年
＝
１
０
０
）
が

前
月
比
２
・
０
㌽
増
の
１
１

４
・
３
と
、
２
カ
月
連
続
で

上
昇
し
た
。
た
だ
、
Ｃ
Ｉ
の

基
調
判
断
は
「
足
踏
み
を
示

し
て
い
る
」
と
し
て
、
前
月

の
判
断
を
据
え
置
い
た
。

　
耐
久
消
費
財
出
荷
指
数
、

中
小
企
業
出
荷
指
数
（
製
造

業
）
、
商
業
販
売
額
（
小
売

業
）
な
ど
が
プ
ラ
ス
、
有
効

求
人
倍
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
寄

与
し
た
。

　
数
カ
月
先
の
景
気
を
示
す

先
行
指
数
は
同
１
・
３
㌽
増

の
１
０
２
・
９
と
、
４
カ
月

ぶ
り
に
上
昇
し
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
全
国
企
業
対
象
の

景
気
動
向
調
査
の

月
分
を

公
表
し
た
。
同
月
の
景
気
Ｄ

Ｉ
（
０
～
１
０
０
、

が
判

断
の
分
か
れ
目
）
は
前
月
と

同
水
準
の

・
８
だ
っ
た
。

「
国
内
景
気
は
こ
う
着
状
態

と
な
っ
て
い
る
」
と
同
社
。

業
種
別
で
は
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
が
前
月
比
２
・
３
㌽
減
の


・
１
と
、
２
カ
月
ぶ
り
に

低
下
し
た
。

　

の
業
界
別
で
は
、建
設
、

運
輸
・
倉
庫
な
ど
４
業
界
が

改
善
。
卸
売
、
小
売
な
ど
４

業
界
が
悪
化
。
製
造
と
サ
ー

ビ
ス
の
２
業
界
が
横
ば
い
と

な
っ
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
（

・
６
）
は

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
ほ
か
、
飲

食
店
（
３
・
０
㌽
減
の

・

２
）
、
人
材
派
遣
・
紹
介

（
２
・
２
㌽
減
の

・
５
）

な
ど
６
業
種
で
悪
化
。
リ
ー

ス
・
賃
貸
（
１
・
２
㌽
増
の


・
２
）
な
ど
７
業
種
で
改

善
。
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
（

・

０
）
な
ど
２
業
種
で
前
月
並

み
だ
っ
た
。

　
運
輸
・
倉
庫
は
同
０
・
７

㌽
増
の

・
４
と
、
２
カ
月

ぶ
り
に
改
善
。
ガ
ソ
リ
ン
や

軽
油
な
ど
燃
料
価
格
が
低
下

し
、
コ
ス
ト
負
担
の
軽
減
が

進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
影
響
し

た
と
み
ら
れ
る
。

　
小
売
は
同
０
・
７
㌽
減
の


・
９
と
、
３
カ
月
連
続
で

悪
化
。
魚
介
類
の
価
格
上
昇

で
飲
食
料
品
小
売
、
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
の
サ
ポ
ー
ト
終

了
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
減
が
続
い
て
い
る
家
電

・
情
報
機
器
小
売
な
ど
９
業

種
中
４
業
種
で
悪
化
し
た
。

　
地
域
別
で
は
、

地
域
中

５
地
域
で
改
善
、
３
地
域
で

悪
化
、
２
地
域
で
横
ば
い
だ

っ
た
。

　
北
関
東
は
同
０
・
５
㌽
増

の

・
８
と
、
２
カ
月
連
続

で
改
善
。
自
動
車
小
売
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
専

門
商
品
小
売
が
大
き
く
改
善

し
、
２
０
１
４
年
３
月
以
来

１
年
８
カ
月
ぶ
り
に
域
内
５

県
全
て
が
改
善
し
た
。

　
北
海
道
は
同
０
・
５
㌽
増

の

・
８
と
、
４
カ
月
ぶ
り

に
改
善
。
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の

航
空
便
が
好
調
な
運
輸
・
倉

庫
で
大
幅
に
改
善
し
た
。

　
近
畿
は
同
０
・
３
㌽
減
の


・
３
と
、
４
カ
月
連
続
で

悪
化
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
、

小
売
業
な
ど
個
人
消
費
関
連

の
景
況
感
が
悪
化
し
た
。

　
規
模
別
で
は
、
大
企
業
が


・
４
、
中
小
企
業
が

・

７
と
、
と
も
に
前
月
と
同
水

準
だ
っ
た
。
中
小
企
業
の
う

ち
、
小
規
模
企
業
は
同
０
・

１
㌽
減
の

・
１
。

　
企
業
の
景
況
感
の
主
な
回

答
は
次
の
通
り
。

　
「
京
都
は
観
光
客
の
増
加

に
よ
り
ホ
テ
ル
建
設
が
増
え

て
お
り
、
好
況
感
が
あ
る
」

（
現
在
、
良
い
、
建
築
）
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る

関
連
商
品
の
売
れ
行
き
が
良

い
。
ま
た
昨
年
の
消
費
税
率

ア
ッ
プ
に
よ
る
売
り
上
げ
減

の
反
動
で
今
年
は
良
く
な
っ

て
い
る
」
（
現
在
、
良
い
、

日
用
品
・
雑
貨
卸
）
。

　
「
観
光
業
を
行
う
に
あ
た

り
、
紅
葉
期
間
は
特
に
好
天

に
恵
ま
れ
県
内
外
か
ら
多
数

の
観
光
客
が
来
て
く
れ
た
」

（
現
在
、
良
い
、
食
料
品
小

売
）
。

　
「
パ
リ
で
の
テ
ロ
が
影
響

し
海
外
渡
航
者
が
減
少
し
て

い
る
」
（
現
在
、
悪
い
、
海

外
旅
行
手
続
き
受
託
）
。

　
「
北
海
道
人
気
が
ア
ジ
ア

圏
で
は
崩
れ
て
い
な
い
こ
と

に
よ
り
直
行
便
の
本
数
が
増

え
た
た
め
、
今
後
も
需
要
が

見
込
め
る
」
（
先
行
き
、
良

い
、
貸
切
旅
客
自
動
車
運

送
）
。

　
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

引
き
換
え
期
間
終
了
に
加

え
、
冬
期
間
に
向
け
て
例
年

よ
り
暖
房
費
・
電
気
代
の
上

昇
が
見
込
ま
れ
る
」
（
先
行

き
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
、
飲

食
店
）
。

　
「
パ
リ
で
の
同
時
多
発
テ

ロ
の
影
響
に
よ
り
、
海
外
と

の
人
的
交
流
の
減
少
が
半
年

は
続
く
と
見
込
ん
で
い
る
」

（
先
行
き
、悪
い
、旅
行
）。


